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 要 旨   

目的： 

中毒は青年期における死亡の要因の一つである。しかし、現在の罹患率経時的な変動を記

述するための調査は不足しており、政策の発展やサービスの計画を難しくしている。一般

集団におけるプライマリケアのデータを利用してイギリスでの青年期の中毒率を評価し

た。 

方法： 

The Health improvement Networkから得られるプライマリケアのデータを用いて、1992

年から 2012年間の青年期 10歳から 17歳の 1,311,021人を対象としたコホート研究を行っ

た。発生率、調整済み発生率と 95％信頼区間は、すべての中毒、意図的、非意図的、意図

は不明、飲酒に関連した中毒を、性、年齢、時期、社会的格差で層別して計算した。 

結果： 

すべての中毒の罹患率は、1992-1996年から 2007-2012年の間に 27％増加傾向を示した。

最も増加傾向がみられたのは、意図的な中毒・16－17歳の女性（発生率 391.4/100,000 人

年, 信頼区間 328.9-465.7 から、 767.0/100,000 人年, 信頼区間 719.5-817.7に増加)とア

ルコール関連中毒・15－16歳の女性で、（発生率 65.7/100,000 人年, 信頼区間 43.3-99.8 

から 130/100,000 人年, 信頼区間 110.0-150.0に増加）。社会経済的格差は時代によらず関

連がみられた（最も低い格差に対する最も高い格差における中毒発生率 2.63 倍, 信頼区間 

2.41-2.88 倍）。 

結論： 

青年期の中毒、特に意図的な中毒は、増加傾向があり、健康格差とも関連していた。青年

期における社会的、心理的支援は、最も格差がある地域を対象に行うべきである。子供や

青年期のメンタルヘルスや飲酒に対する支援は必要性を反映して行われるべきである。 

 

 


